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浮魚礁を設置しました
平成２１年３月３日に、本年度事業分の浮魚礁１基を熊野灘に設置しました。
これで、三重県沖の熊野灘には３基の浮魚礁が設置されたことになります。
今回の浮魚礁のアンカーの設置位置については、投入時の流れの影響を勘案して算出しますので、暫く待って下さい。既設の２基と同様にカツオ等がつくことを期待しています。
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出港前の浮魚礁本体（オレンジ色の円筒形の物体）。写真は海上設置時、海中（下）から見た方向になります。
５本見える係留索は途中で１本に束ねられ、水深約２，０００ｍの海底に沈設されるアンカーに繋がります。
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まず、本体が海面に降ろされ、別の船によって曳航された後、クレーンによってアンカーが海中に沈下されます。
[image: image3.jpg]



無事沈設が終わり、海上に頭を出す本体。上部に見える黄色い物体は位置情報を発信する機器や衝突防止用の灯光器などが入った防水容器。
　流れが速い時には本体が沈むような設計になっています。
　既設の浮魚礁と同じタイプなので、浮魚礁本体は、海流により位置を変え、アンカーを中心とした円周上に位置するようになると思われます。
沈設作業は、海上の天候等のため、当初予定より１週間遅れましたが、今回は、海が凪いでいたため、無事沈設されました。関係者の皆様お疲れ様でした。
　私も以前、沈設するべく熊野灘に勇んで出かける船の傍らに乗せていただいた事がありますが、その時は、風と波が激しく、やむなく撤退しました。
　「乗船すると海が荒れる」なんてジンクスにならない事を祈ります。
